
平戸市

議会だより

志々伎町に移住された、乾 史弥さん（31歳）
いぬい  ふみや

と
か
い
せ
ん

　大阪府門真市から平戸市志々伎町に移住して来られ、新規就農
者としての生活をスタートしている乾史弥さんをご紹介します。

移住への憧れ
　大阪府門真市から平戸市に移住して来られた乾
史弥さん。大阪の高校を卒業し、大学の商学部へ
進学。大学在学中に九州一周の旅をし、移住への
憧れを抱きます。大学卒業後、大阪の高圧ガス運
搬会社へ就職をしますが、３年前、大阪で起きた
地震を契機に「仕事中に起こる事故への危険性と
人口と建物が密集した都会での災害リスクへの不
安から離れ、安心感のある土地で生活をしたい」
と、移住することを本格的に考えるようになりま
した。
　移住をするなら九州へ。九州北部の糸島、南部
の鹿児島、そして西部の平戸市を候補地として考
えました。その中で、移住者に対する対応や支援
が一番良かったことから、平戸市を移住の地に決
め、志々伎町へ移ることになりました。

農業の道へ
　「農業をしていた祖父母の影響もあり、幼い頃
から身近にあった農業。新規就農者への支援制度
があることを知ったことで会社を退職する決断が
できました」と、移住先での生活のため、農家へ
の道を選んだ史弥さん。長崎県の新規就農支援制
度を利用し、技術習得支援研修に参加。諫早市で
２か月間の基礎研修、平戸市内の農家の方のもと
で10か月間の研修を行いました。
　「平戸市での実地研修では、アスパラガスかイ
チゴの栽培を選択することになりましたが、祖父
母がイチゴ農家だったこともあり、違う品目に挑
戦してみようとアスパラを選びました」。研修終
了後、ビニールハウスを建て、アスパラでの新規
就農をスタートさせました。

平戸市での生活
　「平戸は自然豊かで景色もよく、想像よりずっ
と住みやすい地でした。初めて夜空の流星群を見
た時の感動は一生忘れません。海も近いので釣り
にもよく行くようになりました」と史弥さん。
「特にこの地域の方は、近所付き合いも深く、ハ
ウスの様子もよく気にかけてくれます。農機具を
貸してくださったり、土づくりも快く手伝ってい
ただき、本当に感謝しています。皆さんが声をか
けてくださることで、農業という新しいことへの
挑戦にも不安がなく、初めての土地での生活にも
安心感を持っています」と笑顔で話します。

今後について
　まずは、今後５年間、アスパラ栽培の知識や技
術を磨きたいという史弥さん。「完熟堆肥が手に
入らないことに苦労しています。潅水方法も模索
中です」と、すでにアスパラ農家の顔を見せなが
ら「将来はここで家庭を持ち、一人前のアスパラ
農家を目指していきたい。研修先の農家の方は、
アスパラを病気にさせないことを徹底されていま
した。私も葉を見て病気の判断ができるようにな
りたいですね。師匠であり、研修でお世話になっ
た農家の方がこれからの目標です」と充実した
日々を語っていただきました。
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地域の方の心遣いに感謝。　　　　　
　　一人前のアスパラ農家を目指します。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
国
内
で
認

識
を
さ
れ
始
め
、
早
一
年
が
経
つ
。　

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
始
め
、
ほ
ぼ
全
て

の
全
国
的
な
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
イ
ベ
ン

ト
が
中
止
や
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
日
常
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
困
難
と
な
り
、
当
た
り
前
に
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
当
た
り
前
で
は
な

く
、
こ
れ
ま
で
の｢

日
常
に
改
め
て
感
謝

す
る｣

と
い
う
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ

た
一
年
で
は
な
か
っ
た
か
。

　

一
部
の
国
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
が
承
認

さ
れ
接
種
が
始
ま
っ
た
も
の
の
、
国
内

の
一
般
市
民
に
接
種
さ
れ
る
の
は
、
ま

だ
ま
だ
先
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
だ
、
コ

ロ
ナ
禍
は
続
き
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
生
み
出
さ
れ
る｢

日
常
に
対
す
る

感
謝
の
心｣

は
ど
れ
ほ
ど
増
や
さ
れ
る
の

か
、
コ
ロ
ナ
が
解
消
さ
れ
た
後
に
、
認

識
す
る
こ
と
も
大
事
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。　
　
　
　
　
　

（
井
元　

宏
三
）
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… 12⽉定例会  ここに注⽬！ 
… 常任委員会レポート
… 決算特別委員会レポート
… 意⾒書
… 11⽉臨時会・12⽉定例会で審議された案件
… ⼀般質問
… 平⼾のチカラ
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11月臨時会
12月定例会

広報特別委員会

方の心
一人前

平戸
の

地域の方
人

平戸戸戸
の

チカラ
このコーナーでは、平戸市にU・Iターンし、
地域で元気に頑張っている皆さんをご紹介します。

史弥さんのハウス前

趣味の釣りを楽しむ史弥さん



【野子小中学校】
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システム改修の委託契約は十分に内容の検討を !

令和２年12月定例会（12月７日～18日）

令和２年度平戸市一般会計補正予算（第９号）

　
　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
も
あ
り
、
市
内
の
医
療
機
関
で
も
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
が
不
足
し
て
い
る
と
聞

く
。
高
齢
者
の
予
防
接
種
の
過
去
の
実
績
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ワ
ク
チ
ン
の

量
が
足
り
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う

に
対
応
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
過
去
の
実
績
と
し
て
は
、
平
成
30
年
度

７
，１
２
８
人
、
令
和
元
年
度
が
７
，２
７

８
人
と
、
こ
の
１
〜
２
年
は
、
高
齢
者
全

体
の
60
％
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。
今
年
は

11
月
時
点
で
既
に
全
体
の
65
％
に
あ
た
る
７
，

９
８
０
人
が
接
種
し
て
お
り
、
12
月
以
降
の

接
種
予
定
者
を
約
１
，２
０
０
人
と
想
定
し
、

延
べ
９
，１
６
５
人
分
を
見
込
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
国
の
ワ
ク
チ
ン
供
給
量
も
前

年
比
12
％
増
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
不
足

す
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
ハ
ウ
ス
の
被
害
に
つ
い

て
、
台
風
の
前
に
は
ビ
ニ
ー
ル
を
は
ぐ
な
ど
被

災
し
な
い
よ
う
な
対
策
は
行
っ
て
い
な
い
の
か
。

　
　

農
協
の
指
導
員
を
通
じ
て
生
産
者
に
は

ビ
ニ
ー
ル
を
は
ぐ
こ
と
も
検
討
す
る
よ
う
呼

び
か
け
を
行
っ
た
が
、
風
向
き
や
作
物
へ
の

被
害
を
考
え
ビ
ニ
ー
ル
を
ど
う
す
る
か
は
最

終
的
に
は
生
産
者
が
判
断
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。 成

人
・
高
齢
者
予
防
接
種
事
業

養
殖
魚
赤
潮
被
害
緊
急
対
策
事
業

鄭
成
功
記
念
館
指
定
管
理
料

度
島
交
流
会
館
指
定
管
理
料

農
業
用
ハ
ウ
ス
・
畜
舎
等
復
旧

対
策
支
援
事
業

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
平
戸
市
鄭
成
功
記
念
館
）

　
　

被
災
し
修
復
を
繰
り
返
す
よ
う
で
あ
れ

ば
費
用
も
か
か
り
、
や
る
気
も
低
下
す
る
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
る
。
い
ち
ご
ハ
ウ

ス
の
よ
う
な
丈
夫
な
資
材
で
整
備
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
ハ
ウ
ス
は
周
年
ビ
ニ
ー

ル
で
覆
っ
て
お
り
鉄
骨
で
整
備
す
る
ほ
う
が

望
ま
し
い
が
、
作
物
の
収
益
で
投
資
効
果
を

算
定
し
た
場
合
に
鉄
骨
の
入
っ
て
い
な
い
構

造
と
な
る
。
補
助
事
業
な
ど
に
よ
り
整
備
す

る
場
合
に
は
、
よ
り
丈
夫
な
規
格
と
な
ら
な

い
か
県
へ
も
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
　

11
月
に
赤
潮
が
発
生
し
た
原
因
を
ど
の

よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
。

　
　

前
回
（
平
成
24
年
）
の
被
害
か
ら
保

険
へ
の
加
入
や
毎
週
１
回
、
赤
潮
が
出
る
時

期
は
、
週
２
回
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
県

北
水
産
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い

た
が
、
10
月
に
ま
と
ま
っ
た
降
雨
が
あ
り
薄

香
湾
に
養
分
が
流
れ
込
ん
で
き
た
こ
と
、
11

月
に
は
小
潮
で
天
気
が
良
く
、
赤
潮
が
一
番

増
殖
す
る
要
件
が
重
な
り
南
風
も
影
響
し

局
所
的
に
赤
潮
が
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
と

分
析
し
て
い
る
。
通
常
の
赤
潮
で
あ
れ
ば
、

養
殖
業
者
も
薬
を
撒
い
て
対
処
す
る
が
、
赤

潮
の
層
が
３
〜
５
ｍ
あ
り
ど
う
に
も
な
ら
な

か
っ
た
と
報
告
を
受
け
て
お
り
、
今
後
は
土

日
も
含
め
て
県
、
市
、
漁
協
、
養
殖
業
者

で
連
絡
体
制
を
密
に
整
え
る
よ
う
に
し
て
い

る
。

　
　

指
定
管
理
料
限
度
額
の
算
定
の
主
な

も
の
は
何
か
。

　
　

施
設
の
管
理
運
営
経
費
は
人
件
費
、

事
務
費
、
施
設
維
持
管
理
費
で
あ
り
、
指

定
管
理
料
は
鄭
成
功
記
念
館
の
パ
ー
ト
職
員

の
人
件
費
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

　
　

他
の
指
定
管
理
し
て
い
る
施
設
よ
り
高

く
設
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
精
算
は

行
う
の
か
。

　
　

建
設
後
の
初
年
度
は
光
熱
水
費
は
余

裕
を
も
っ
て
算
定
し
て
お
り
、
指
定
管
理
者

に
関
す
る
指
針
に
お
い
て
も
初
め
て
指
定
管

理
を
行
う
施
設
は
、
精
算
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
非
公
募
の
施
設
は
毎
年
、

精
算
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
度
島
交
流

会
館
も
精
算
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

記
念
館
の
集
客
維
持
の
支
援
を
行
政

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

運
営
委
員
会
が
月
１
回
程
度
、
定
例

会
を
行
っ
て
お
り
担
当
者
も
参
加
し
て
い
る

が
、
川
内
地
区
は
鄭
成
功
生
誕
の
地
で
あ
る

と
い
う
地
域
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
と
も
連
携
し
て
中
野
地
区
全

体
に
波
及
す
る
た
め
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か

地
域
の
皆
さ
ん
と
協
議
し
て
い
る
。

QQ AA

QQ

Q

AA
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委員長報告全文は
こちらをご覧くだ
さい。

委員会での主な論議
　　障害者自立支援給付費等支援システムの改修に伴う委託業務の内容は。
　　今回の改修は、障害者福祉サービスに係る介護給付費の報酬改定に伴う改修である。
　　大幅な制度の改正ではなく、報酬改定などのように、単価の変更を行う場合のシステム改
　修は、比較的単純な作業であると思われるが、委託業務の見積額が高すぎるのではないか。
　見積時に価格交渉は行ったのか。
　　見積額の交渉は行ってはいるが、全国的にも同様のシステムを使用していることから、他
自治体においても報酬改定時の改修は、固定的な作業に係る経費ということで同額程度の見
積額となっている。本市独自の交渉により見積額を下げることができるかということに関し
ては難しい現状である。

委員会からの意見
　　　システム等の改修作業に関しては、導入時の
契約条件次第で、委託経費を削減できるのではな
いか。市全体のシステム発注時に、そういった対
応をするべきである。

Ｑ
Ａ

Ｑ

Ａ

　 システム改修事業

障害福祉事務経費

後期高齢者医療事務経費

介護保険事務経費

委　託　費

学校の統廃合は慎重な協議と対応を！
平戸市立学校設置条例及び平戸市立学校施設の開放に関する条例の一部改正について

野子中学校の統廃合に関する教育委員会からの趣旨説明
　野子中学校が実施した中学校進学状況調査の結果から、ほとんどが南部中学校への進学を望ん
でおり、今後も、一定の生徒数が確保できないことから学校としての役割を果たすことが著しく
困難であると判断し、保護者等の意向も踏まえ統廃合の判断をした。
　進路希望については、子どもや保護者からの意向調査を早くするべきではなかったのか。
　野子小学校６年生への中学校進学状況調査は、野子中学校及び指定学校先の生徒数、学級数
や次年度の教職員の人事異動に関わ
るため２学期に行っているが、保護
者や子どもの意向調査を早めるのは
ひとつの案であり、保護者の方にも
伝えるべきであったと思う。

Ｑ

Ａ

132万円

88万円

220万円

総務厚生委員会
　委 員 長　山田　能新　　
　副委員長　小山田輔雄　
　委　　員　大久保堅太　　近藤　芳人　　田島　輝美　　山内　政夫
　　　　　　山﨑　一洋　　　住威三美

産業建設文教委員会
　委 員 長　井元　宏三　　
　副委員長　綾香　良一
　委　　員　池田　稔巳　　神田　全記　　竹山　俊郎　　辻　賢治
　　　　　　松尾　　実　　松本　正治　　山本　芳久 

常任委員会
レポート

意見

とかいせん
平戸市議会だより　2021.  2. 1発行

とかいせん
平戸市議会だより　2021. 2. 1発行
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所
得
の
増
減
状
況
を
把
握
で
き
る
税
務

課
は
、
各
種
施
策
に
お
け
る
事
業
の
検
証
が

可
能
な
立
場
で
も
あ
り
、
各
種
施
策
が
業
種

ご
と
の
所
得
に
ど
の
よ
う
に
反
映
し
て
い
る
の

か
担
当
部
署
に
知
ら
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後

の
施
策
推
進
の
参
考
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

担
当
部
署
と
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
施
策
検
証
の
参
考
と
な
る
よ

う
、
可
能
な
範
囲
で
資
料
提
供
す
る
な
ど

情
報
の
共
有
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

定
員
適
正
化
計
画
に
よ
り
正
規
職
員

を
削
減
し
て
い
る
が
、
人
件
費
の
抑
制
効
果

は
把
握
し
て
い
る
の
か
。
職
員
を
減
ら
す
よ

り
も
充
分
業
務
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
必
要
で

あ
れ
ば
正
規
職
員
を
増
員
し
て
費
用
に
見
合

う
分
の
臨
時
職
員
を
削
減
す
る
よ
う
な
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

総
合
的
な
効
果
額
は
算
出
し
て
い
な
い

が
、
現
在
策
定
中
の
行
政
改
革
推
進
計
画

後
期
プ
ラ
ン
の
中
で
も
検
討
し
て
お
り
、
効

果
が
分
か
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
正
規

職
員
に
つ
い
て
は
、
定
員
適
正
化
計
画
を
前

倒
し
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
が
、
今
後
は

定
年
延
長
も
予
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
職

員
の
定
数
や
、
新
規
採
用
職
員
を
ど
の
よ
う

に
す
る
か
な
ど
難
し
く
な
る
と
思
っ
て
お
り
、

法
人
市
民
税
に
つ
い
て

自
主
防
災
組
織
育
成
事
業

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
離
島

活
性
化
事
業

畜
犬
登
録
及
び
狂
犬
病
予
防
事
業

定
員
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

移
住
定
住
環
境
整
備
事
業

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
な
ら
な
い
よ
う
に
管
理

し
て
い
き
た
い
。

　
　

災
害
時
な
ど
に
お
い
て
、
自
主
防
災
組

織
と
し
て
の
活
動
な
の
か
、
自
治
会
の
活
動

な
の
か
地
域
住
民
に
は
分
か
り
に
く
い
の
で

は
な
い
か
。

　
　

自
主
防
災
組
織
の
長
は
自
治
会
の
区

長
が
兼
ね
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
明
確
に
線

を
引
く
こ
と
は
難
し
い
。
現
在
、
防
災
士
の

資
格
取
得
を
進
め
て
お
り
、
将
来
は
資
格
を

取
得
し
た
者
に
自
主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
現
在
、
自
主
防
災
組
織
活
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
中
で
あ
り
、
平
常
時
、
非
常
時

の
活
動
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
た
い
。

　
　

令
和
元
年
に
本
市
へ
転
入
し
て
き
た
方

は
８
６
１
人
、
そ
の
う
ち
移
住
定
住
環
境
整

備
事
業
補
助
金
申
請
は
68
世
帯
１
１
８
人

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
転
入
者
で
補
助
金
申

請
を
し
な
い
理
由
は
何
か
。

　
　

転
勤
な
ど
に
よ
り
、
５
年
間
定
住
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
申
請
を
行
わ
な
い
方

も
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　
　

移
住
先
に
本
市
を
選
び
転
入
し
た
方

は
何
人
い
る
の
か
。

　
　

補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
移
住
者
の
把

握
は
行
っ
て
い
な
い
の
で
、
移
住
相
談
が
あ

り
、
補
助
金
を
受
け
な
か
っ
た
方
が
転
入
し

た
か
ど
う
か
は
、
今
後
把
握
し
て
い
き
た
い
。

　
　

令
和
元
年
度
の
実
績
は
大
半
が
大
島

地
区
に
か
か
る
補
助
で
あ
り
、
他
地
区
の
利

用
が
非
常
に
少
な
い
状
況
で
あ
る
。
そ
の
原

因
の
一
つ
と
し
て
、
大
島
地
区
に
は
支
所
が

あ
り
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
る
職
員
が
い
る
が
、

他
地
区
に
は
、
そ
う
い
っ
た
部
署
が
な
い
と

い
う
行
政
の
組
織
体
制
に
問
題
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

　
　

大
島
地
区
以
外
に
は
行
政
機
関
が
な
く
、

意
見
聴
取
の
場
が
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
の
支
援

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
運
営

協
議
会
と
も
連
携
し
な
が
ら
協
議
し
て
い
き

た
い
。

　
　

狂
犬
病
予
防
の
注
射
率
は
80
・
５
％

と
な
っ
て
い
る
が
、
残
り
の
約
20
％
は
ど
う

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
未
登
録
者
に
対
す

る
調
査
・
啓
発
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る

の
か
。

　
　

未
接
種
の
理
由
と
し
て
は
、
犬
が
病
気

で
受
け
ら
れ
な
い
場
合
や
、
実
際
は
死
亡
し

て
い
る
が
届
け
出
が
な
い
な
ど
の
ケ
ー
ス
が

多
く
、
登
録
の
申
請
時
や
集
団
注
射
の
際
に
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周
知
を
行
う
と
と
も
に
、
未
接
種
者
に
は
、

督
促
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
未
登
録
犬
に

つ
い
て
は
、
各
区
長
に
依
頼
す
る
な
ど
調
査

等
含
め
て
現
状
把
握
の
方
法
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
未
登
録
犬
が
な
い
よ
う
周
知
徹
底

に
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
現
状
の
ま
ま
の
毎
年
の
作
業
で
終
わ
ら
せ

る
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
基
準
を
設
け
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
未
接
種
者
に
対
す
る
罰
則

な
ど
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
犬
の
登
録
、

狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
、
鑑
札
・
注
射

済
票
の
装
着
の
３
つ
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お

り
、
違
反
し
た
場
合
に
は
20
万
円
以
下
の
罰

金
及
び
捕
獲
の
対
象
と
な
る
。
特
に
悪
質
な

場
合
に
は
、
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
が
、
現
状
と
し
て
は
罰
則
を
課
さ
れ
る
ま

で
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
　
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し

た
事
業
で
あ
る
が
、
利
用
実
件
数
が
伸
び
な
か

っ
た
た
め
に
委
託
料
の
見
直
し
を
行
っ
た
と
の

こ
と
だ
が
、
利
用
者
が
少
な
い
要
因
と
見
直
し

を
行
う
理
由
は
何
か
。

　
　

保
育
所
等
利
用
率
も
約
82
％
に
上
昇

し
、
預
か
り
援
助
を
必
要
と
す
る
対
象
世

帯
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
業
の
費

用
対
効
果
を
改
め
て
検
討
し
た
結
果
、
委

託
料
の
見
直
し
を
行
っ
た
。

低
所
得
者
向
け

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

障
害
児
等
保
育
事
業

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

高
齢
者
い
き
い
き
お
で
か
け

支
援
事
業

地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
）

　
　
申
請
率
を
上
げ
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。
高
齢
者
の
外
出

機
会
の
拡
大
と
社
会
参
加
促
進
の
た
め
の
良
い

事
業
で
あ
る
の
で
、
今
後
も
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
じ
周
知
啓
発
活
動
を
継
続
し
、
よ
り
利

用
し
や
す
い
事
業
と
な
る
よ
う
期
待
す
る
。

　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
踏
ま
え
て
、
令
和

２
年
度
か
ら
は
、
１
回
の
使
用
上
限
額
を
５

０
０
円
か
ら
１
，０
０
０
円
に
引
き
上
げ
る

こ
と
と
し
、
公
共
施
設
及
び
温
泉
施
設
の

利
用
料
に
も
使
え
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、

申
請
方
法
に
郵
送
で
の
申
請
も
可
能
と
し
た
。

　
　
イ
ノ
シ
シ
の
令
和
元
年
度
の
捕
獲
頭
数
は

２
，９
３
５
頭
で
、
平
成
30
年
度
の
４
，６
９

７
頭
の
62
・
４
％
と
減
少
し
た
理
由
は
何
か
。

　
　

平
成
30
年
度
は
幼
獣
の
捕
獲
が
多
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
令
和
元
年
度
は
出
産
す
る
イ

ノ
シ
シ
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
経

過
か
ら
捕
獲
頭
数
が
少
な
か
っ
た
年
の
翌
年

に
は
イ
ノ
シ
シ
が
増
え
る
傾
向
が
あ
る
。
令

和
２
年
度
も
す
で
に
令
和
元
年
の
同
時
期
よ

り
多
い
捕
獲
頭
数
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
元

年
度
を
上
回
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

　
　
近
年
、
発
達
障
害
の
あ
る
児
童
が
増
加

傾
向
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
今
後
、
専

門
職
を
雇
用
し
巡
回
す
る
な
ど
支
援
体
制
を

充
実
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

保
育
所
・
幼
稚
園
の
訪
問
指
導
事
業

の
中
で
、
医
療
機
関
の
療
育
専
門
職
の
方
に

個
別
指
導
を
依
頼
し
、
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　
　
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
つ
い
て
、
小
中
学

校
に
は
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、

幼
児
期
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

　
　

発
達
専
門
相
談
事
業
の
中
で
臨
床
心

理
士
を
雇
用
し
、
幼
児
健
診
の
際
に
相
談
に

応
じ
て
い
る
が
、
今
後
は
、
保
育
所
や
保
育

園
へ
の
巡
回
も
視
野
に
入
れ
、
事
業
の
充
実

を
図
り
た
い
。

　
　
対
象
者
の
申
請
率
は
27
・
９
％
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
申
請
率
が
３
割
に
も
満
た
な
い

要
因
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

申
請
に
手
間
を
要
す
る
こ
と
や
低
所

得
者
対
象
事
業
と
い
う
抵
抗
感
、
購
入
代

金
の
事
前
準
備
の
負
担
な
ど
制
度
上
の
問
題

も
あ
り
、
改
善
に
向
け
て
、
県
内
自
治
体
と

連
携
し
、
県
を
通
じ
て
国
へ
要
望
を
行
っ
た
。
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ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
を
設
置
し
て
い
る

が
充
足
し
て
い
る
の
か
。
今
後
の
国
庫
補
助
金

の
確
保
は
出
来
る
の
か
。

　
　

令
和
元
年
度
に
申
請
が
あ
っ
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
全
て
完
了
し
て
い
る
。
今
後
の

設
置
は
４
５
５
㎞
を
見
込
ん
で
お
り
、
年
次

的
に
整
備
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、

国
の
補
助
金
が
終
了
す
る
と
の
情
報
は
入
っ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
令
和
10
年
度
ま
で
継

続
し
て
整
備
す
る
よ
う
に
計
画
し
て
い
る
。

　
　
水
産
物
に
対
す
る
消
費
者
側
か
ら
の
ニ

ー
ズ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
本
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
。

　
　

産
地
で
の
処
理
の
状
態
は
い
い
が
、
流

通
を
経
て
東
京
都
市
圏
の
消
費
地
に
着
荷
し

た
状
態
で
は
鮮
度
に
つ
い
て
問
題
が
あ
る
こ

と
が
分
か
り
、
生
産
者
側
に
お
い
て
も
鮮
度

保
持
の
あ
り
方
に
つ
い
て
意
識
を
変
え
る
取

り
組
み
が
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、
産
地
側
も

鮮
度
保
持
の
あ
り
方
に
つ
い
て
意
識
を
変
え

る
取
り
組
み
や
、
生
産
者
自
ら
が
消
費
地
に

出
向
き
、
具
体
的
に
意
見
交
換
を
行
い
、

販
路
を
開
拓
す
る
こ
と
を
事
業
の
内
容
と
し

て
行
っ
て
い
る
。

　
　
衛
生
管
理
（
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
対
応
）
の
必

要
性
は
何
か
。

鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業

平
戸
市
水
産
物
流
通
改
善
対
策
事
業

テ
ー
マ
パ
ー
ク
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業

地
場
企
業
就
職
促
進
事
業

平
戸
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
推
進
事
業

　
　

生
産
、
加
工
、
流
通
の
過
程
の
な
か
で

の
異
物
混
入
や
、
加
工
し
た
時
間
、
温
度
管

理
な
ど
各
工
程
の
な
か
で
第
三
者
に
示
せ
る

よ
う
に
記
録
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
鮮

度
管
理
を
良
く
し
、
よ
り
高
い
価
格
で
平
戸

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
買
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
令
和
２
年
１
月
に
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
候
補
法
人

に
登
録
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
本
登
録
は

い
つ
行
わ
れ
る
の
か
。

　
　

令
和
２
年
４
月
に
制
度
が
改
正
さ
れ
、

候
補
法
人
に
登
録
さ
れ
た
日
か
ら
３
年
以
内

に
本
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
っ
て

い
る
。
現
在
、
観
光
協
会
の
事
業
財
源
の
問

題
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
約
７
割
を
市

か
ら
支
援
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
か

ら
の
支
援
に
依
存
し
た
事
業
と
な
ら
な
い
よ

う
観
光
協
会
の
事
業
部
会
で
事
業
の
見
直
し
、

観
光
商
品
開
発
に
よ
る
収
入
確
保
な
ど
事

業
の
効
果
を
含
め
検
証
し
問
題
を
解
決
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
活
用
で
き

る
重
要
な
資
産
が
な
い
か
再
度
調
整
し
な
が

ら
本
登
録
申
請
に
向
け
て
準
備
し
て
い
く
。

　
　
平
戸
観
光
ア
プ
リ
「
Ｅ
ａ
ｓ
ｙ
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ

ひ
ら
ど
ウ
ェ
ル
カ
モ
メ
」
の
運
用
を
停
止
し
た

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
利
用
者
へ
の
周
知
は
ど

の
よ
う
に
し
た
の
か
。
突
然
に
停
止
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
今
ま
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
で
経

費
も
か
か
っ
て
お
り
杜
撰
（
ず
さ
ん
）
で
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
情
報
内
容
な
ど
の
コ
ン
テ
ン

ツ
を
改
正
し
て
き
た
が
、
利
用
者
が
増
え
な

か
っ
た
こ
と
や
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
へ
の
移
行
も
あ
る
こ

と
か
ら
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通

じ
た
新
た
な
取
り
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
と

し
運
用
を
停
止
し
削
除
し
た
も
の
で
利
用
者

へ
の
通
知
は
し
て
い
な
い
。
今
後
は
、
変
更

な
ど
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
委
員
会
に
も
報

告
す
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　
令
和
元
年
度
の
卒
業
生
の
う
ち
市
内
就

職
者
が
19
名
で
少
な
い
と
も
思
わ
れ
る
が
、
市

外
に
就
職
し
た
生
徒
や
そ
の
保
護
者
が
説
明

会
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
将
来
は
市
内
に
戻
っ

て
就
職
で
き
る
企
業
が
地
元
に
あ
る
こ
と
を
認

識
で
き
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
る
。
今
後
と

も
、
継
続
し
て
、
事
業
推
進
に
力
を
入
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

　
　
令
和
２
年
度
は
、
市
内
３
校
に
加
え
、

鹿
町
工
業
高
校
を
含
め
た
４
校
に
対
象
を
拡

大
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一

人
で
も
多
く
の
生
徒
に
市
内
に
残
っ
て
も
ら

え
る
た
め
、
今
後
と
も
努
力
を
し
て
い
き
た

い
。

QQQ AA

QQ

Q

AA

AA

　
　
市
内
に
新
た
に
設
置
す
る
社
宅
又
は
社

員
寮
な
ど
の
整
備
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
社
員
寮

を
新
築
す
る
１
社
の
み
が
補
助
を
受
け
る
こ

と
に
つ
い
て
の
整
合
性
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

現
在
、
新
築
の
み
が
助
成
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
が
、
既
存
の
社
宅
・
社
員
寮
の
改

築
や
空
き
家
の
活
用
な
ど
を
対
象
と
し
て
ほ

し
い
と
の
問
い
合
わ
せ
な
ど
も
い
た
だ
い
て
い

る
。
今
後
の
制
度
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
業

界
団
体
か
ら
の
意
見
を
集
約
し
、
よ
り
公

平
な
制
度
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

　
　

建
物
調
査
業
務
委
託
業
者
を
ど
の
よ
う

に
決
定
し
た
の
か
。
ま
た
、
参
考
見
積
り
を
行

っ
た
業
者
は
入
札
に
参
加
し
て
い
な
い
の
か
。

　
　

当
初
予
算
の
算
定
時
に
参
考
見
積
り

を
１
者
か
ら
徴
取
し
、
指
名
競
争
入
札
時

に
は
、
そ
の
見
積
も
り
を
基
に
再
度
設
計
を

行
い
、
業
者
を
決
定
し
た
。
見
積
り
を
行
っ

た
業
者
も
入
札
に
参
加
し
、
結
果
的
に
落

札
し
て
い
る
。

　
　
見
積
業
者
が
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
は

問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

今
後
は
予
定
価
格
を
設
定
す
る
際
に

は
事
業
課
の
支
援
や
、
複
数
の
業
者
か
ら
参

平
戸
和
蘭
商
館
跡
土
地
購
入
事
業

社
宅
・
社
員
寮
等
整
備
緊
急
対
策

支
援
事
業

空
き
家
対
策
事
業

消
防
団
活
動
事
業

道
路
愛
護
推
進
事
業

考
見
積
を
徴
取
す
る
な
ど
の
改
善
を
図
り
た

い
。

委
員
会
の
指
摘

　

入
札
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
市
民
に
誤
解

を
招
か
な
い
よ
う
に
改
善
を
図
る
こ
と
を
強

く
要
請
す
る
。

　
　

近
年
、
空
き
家
対
策
が
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
一
方
で
、
豪
雨
や
台
風
な
ど
に

よ
る
自
然
災
害
も
大
型
化
し
て
い
る
状
況
で

あ
り
、
今
後
の
方
針
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　

空
き
家
の
除
去
に
関
す
る
相
談
は
増
え

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
本
事
業
の
補

助
金
も
市
民
か
ら
認
知
さ
れ
て
き
て
お
り
、

相
談
件
数
も
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

事
業
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
前
向
き

に
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

17
団
体
に
つ
い
て
は
、
道
路
愛
護
団
体

の
登
録
は
し
て
い
る
も
の
の
、
令
和
元
年
度

中
に
は
、
環
境
美
化
活
動
を
１
年
間
全
く

実
施
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
。
ま
た
、

実
施
し
て
い
な
い
場
合
は
、
ど
の
よ
う
な
理

由
に
よ
る
も
の
か
。

　
　

17
団
体
に
つ
い
て
、
本
事
業
以
外
の
補

助
等
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
実
施
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
本
事
業
に
よ
る
支
給
申
請
を
し
て
い
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
活
動
を
実
施
し
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
方
法
等
で
活
動
し
て
い

る
の
か
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　

今
後
は
申
請
が
な
か
っ
た
団
体
に
つ
い

て
も
、
十
分
に
活
動
状
況
を
調
査
し
実
態
の

把
握
に
努
め
た
い
。

　
　

出
動
手
当
は
十
分
な
額
と
は
言
え
ず
、

消
防
団
員
の
労
に
報
い
る
た
め
に
も
、
何
ら

か
の
処
遇
改
善
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

消
防
団
員
の
出
動
手
当
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　

水
火
災
の
出
動
は
１
回
に
つ
き
２
，
８

０
０
円
、
警
戒
及
び
訓
練
出
動
は
１
回
に
つ

き
２
，
４
０
０
円
、
そ
の
他
の
出
動
に
つ
い

て
は
１
回
に
つ
き
２
，
２
０
０
円
の
支
出
を

行
っ
て
い
る
。

QQQ AAA

QQ

QQ

A A

AA

常任委員会
レポート

決算特別
委員会
レポート委員長報告全文は
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奨
学
資
金
の
貸
付
状
況
や
要
件
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

令
和
元
年
度
の
貸
付
件
数
は
、
６
名

で
１
６
８
万
円
。
貸
付
要
件
は
、
成
績
評

定
や
住
所
要
件
、
所
得
制
限
な
ど
が
あ
る
が
、

他
市
に
比
べ
貸
付
件
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

令
和
３
年
度
の
募
集
に
向
け
、
市
外
の
方
で

も
連
帯
保
証
人
に
な
れ
る
よ
う
規
則
の
改
正

を
行
っ
た
。
ま
た
、
就
学
前
の
年
度
に
、
奨

学
金
の
受
付
・
決
定
・
貸
付
け
ま
で
を
行

う
予
約
奨
学
生
の
導
入
を
行
う
。

　
　

本
市
に
就
職
し
た
場
合
は
奨
学
金
の

返
還
を
減
免
す
る
な
ど
、
定
住
促
進
を
目

的
と
し
た
新
た
な
奨
学
金
制
度
の
導
入
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

関
係
各
課
と
も
協
議
し
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
伴
う
収
入
減
に
対
す
る
指
定
管
理
料
の
増

額
は
あ
る
の
。

　
　

原
則
、
自
然
災
害
な
ど
の
理
由
を
除

き
、
収
入
減
に
対
す
る
増
額
は
行
わ
な
い
が
、

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
増
額
に
つ
い
て
は
、
基
本
協
定
書

内
の
市
と
指
定
管
理
者
側
と
の
協
議
で
決

定
で
き
る
事
項
と
考
え
て
お
り
、
適
用
で
き

奨
学
資
金
貸
付
事
業

シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど
管
理
運
営
事
業

令
和
元
年
度
平
戸
市
病
院
事
業

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
平
戸
市
介
護
保
険

特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

令
和
元
年
度
平
戸
市
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

る
か
、
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

　
　

総
合
事
業
開
始
以
降
の
介
護
給
付
費

が
、
開
始
前
と
比
較
す
る
と
若
干
多
い
数
字

で
推
移
し
て
お
り
、
介
護
給
付
費
の
抜
本
的

な
削
減
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

介
護
予
防
な
ど
の
効
果
も
あ
り
、
介

護
給
付
費
は
減
少
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る

が
、
介
護
報
酬
の
改
定
や
職
員
の
処
遇
改
善

の
た
め
の
新
し
い
加
算
な
ど
が
影
響
し
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
指
導

監
査
に
つ
い
て
は
、
定
期
的
な
人
事
異
動
も

あ
る
中
、
質
の
高
い
実
地
指
導
が
ど
の
よ
う

に
保
た
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
専
門
家
を

育
て
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

指
導
監
督
に
必
要
な
基
本
的
知
識
を

習
得
す
る
よ
う
努
め
て
お
り
、
今
後
も
、
知

識
・
技
術
の
質
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
実
地

指
導
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
人
事
課

と
も
協
議
し
な
が
ら
、
専
門
性
を
高
め
る
方

策
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　

簡
易
水
道
が
全
て
上
水
道
に
統
合
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
国
の
補
助
、
経

営
に
対
す
る
影
響
の
見
通
し
は
。

　
　

上
水
道
の
補
助
と
し
て
今
年
度
か
ら
基

幹
管
路
更
新
事
業
に
着
手
し
て
お
り
、
法
定

耐
用
年
数
を
超
え
た
導
水
管
、
送
水
管
の

更
新
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

現
在
の
経
営
状
況
を
ど
の
よ
う
に
分

析
し
今
後
の
病
院
事
業
経
営
を
ど
の
よ
う
に

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

市
民
病
院
で
は
順
調
に
進
め
ば
累
積
欠

損
金
に
つ
い
て
は
数
年
の
う
ち
に
解
消
で
き

る
見
通
し
で
あ
る
。
一
方
、
生
月
病
院
で
は
、

累
積
欠
損
金
が
多
額
で
あ
り
、
短
期
間
で
解

消
す
る
の
は
、
厳
し
い
と
の
見
通
し
で
あ
る
。

今
後
の
病
院
事
業
経
営
に
つ
い
て
は
、
医
師

不
足
や
人
口
減
少
等
に
伴
う
外
来
患
者
な

ど
の
減
少
に
加
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
医
業
収
益
の
減
少
に

よ
り
非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な
る
も
の
と
危

惧
し
て
い
る
。
中
期
的
な
経
営
の
見
通
し
に

つ
い
て
「
市
立
病
院
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

の
中
で
十
分
に
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

QQ Q AAA

QQ

QQ
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AA
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可決意 見 書

　本市は地理的要因から、対馬暖流の影響を強く受け、数多くの島嶼と複雑な海岸地形や潮流の影
響により、九州でも屈指の好漁場が形成され、アジ・サバ・ブリ・イカ類などの回遊が見られるほ
か、マダイ・イサキ・ヒラメや磯根資源のアワビ・ウニなど数多くの魚介類に恵まれてきました。
特に、平戸市的山大島と佐賀県馬渡島を結ぶ平戸島北部海域は、周年に渡り一本釣や許可漁業での
刺し網・たこつぼ・延べ縄・ごち網・あご網・定置網等多数の漁業が営まれる好漁場であり、本市
をはじめ地域の漁業者は先祖代々この玄界灘の海の恵みを受けております。
　国を始め世の中の潮流は、脱炭素社会に向けてより大きく舵を切ったところであり、本県におい
ても海域の積極的な活用を推進するため、県担当部署においてご尽力されていると伺っています。
また、本市においても、地球温暖化防止の観点から、二酸化炭素排出量の削減・吸収量の均衡を目
指し、令和２年４月１日に「ゼロカーボンシティひらど」の表明を行ったところであります。
　そのような中、本市周辺においても近年、洋上風力発電や太陽光発電などの新たな開発計画が浮
上しておりますが、自然環境の恩恵を一番に受ける第１次産業に従事される方々を軽視したかのよ
うな計画が見受けられ、一部の事業に対し関係者から不安や反対の声が上がっていることは、既に
ご承知のことと存じます。
　再生可能エネルギーの重要性は十分に認識をいたしておりますが、本市の基幹産業は自然環境の
恵みを生産の源とした農林水産業であり、本市の未来を考えた場合、特に水産業においてはこの豊
かな水産資源を適切に管理し、平戸沿岸の好漁場を後世に守り伝えてゆくことが、私たちに課せら
れた使命であると考えております。
　つきましては、「平戸市沖周辺から佐賀県沖周辺における洋上風力発電事業等」に関連して、以
下の事項について誠意ある対応を求めます。

記

⑴　長崎県として当該海域の開発計画策定に際し、当該海域に関係する漁業活動に与える影響を積極
的に分析していただき、その結果を地元漁業者並びに海区調整委員会の審議の場等で開示するよ
う強く要望いたします。

⑵　当該海域における促進区域の指定が当該海域に関係する漁業に支障を及ぼすと判断される場合
は、経済産業大臣及び国土交通大臣に対し、区域指定について支障がある旨の県知事意見書を速
やかに提出するよう強く要望いたします。

⑶　洋上風力発電の計画対象海域の一部を所管する佐賀県に対して、市内７漁協で組織する平戸市
水産振興協議会が計画に強く反対を表明していることを長崎県知事名で申し入れていただくよう
強く要望いたします。

以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出いたします。

　　令和２年12月18日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長 崎 県 平 戸 市 議 会

提出先　長崎県知事

「平戸市沖周辺から佐賀県沖周辺における洋上風力発電事業等」に関連す
る意見書
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令和２年度平戸市一般会計補正予算（第９号）
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令和２年度平戸市あづち大島いさりびの里事業特別会計補正予算（第１号）

令和２年度平戸市駐車場事業特別会計補正予算（第１号）

令和２年度平戸市水道事業会計補正予算（第２号）
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平戸市立学校設置条例及び平戸市立学校施設の開放に関する条例の一部改正について

令和２年度平戸市一般会計補正予算（第10号）

平戸市農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
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今
年
度
の
決
算
委
員
会
で
、
入
札
時

の
参
考
見
積
り
を
依
頼
し
た
業
者
が
入
札

に
参
加
し
、
そ
の
業
者
が
落
札
を
し
た
事
に
、

担
当
課
か
ら
は
入
札
基
準
に
合
致
し
て
い

た
の
で
問
題
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
は
、
市
民
か
ら
見
れ
ば
、
非
常
に
違

和
感
を
感
じ
る
入
札
で
は
な
い
か
。

財
務
部
長　

一
者
の
見
積
り
を
参
考
に
設

計
価
格
を
設
定
し
、当
該
見
積
業
者
を
含
め
、

入
札
に
付
し
た
こ
と
に
対
し
指
摘
を
受
け

た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
複
数
業
者
か
ら
見

積
り
を
取
る
。
ま
た
、
事
業
課
の
技
師
に

見
積
り
内
容
の
精
査
を
依
頼
す
る
よ
う
に

各
課
に
周
知
徹
底
を
行
っ
た
。

　
　

今
年
度
の
入
札
状
況
は
、
例
年
に
比

べ
て
入
札
の
辞
退
、
不
落
の
状
況
が
非
常
に

多
い
が
、
人
材
不
足
も
含
め
ど
の
よ
う
に

分
析
、
捉
え
て
い
る
か
。
外
国
人
就
労
も

踏
ま
え
て
、
早
め
の
対
応
が
必
要
と
思
う
が
。

副
市
長　

今
年
は
、
特
に
災
害
関
係
が
非

常
に
多
く
、
民
間
の
受
注
な
ど
も
含
め
人

材
不
足
は
出
て
き
て
い
る
。
方
策
と
し
て
人

材
派
遣
を
す
る
母
体
を
つ
く
る
な
ど
考
え
ら

れ
る
が
、
建
設
業
は
人
材
派
遣
対
象
に
法

的
に
で
き
な
い
の
で
、
今
後
、
業
界
と
情

報
交
換
し
な
が
ら
、
対
策
を
講
じ
る
。

　
　

本
市
の
農
業
振
興
を
行
う
中
で
、
高

齢
就
農
者
の
支
援
、
集
落
営
農
の
推
進
は

重
要
で
あ
る
が
、
現
状
は
。

農
林
水
産
部
長　

本
市
の
農
業
就
業
者
数

は
、
１
，９
３
１
人
、
こ
の
う
ち
65
歳
以
上

は
１
，３
１
８
人
と
全
体
の
７
割
を
占
め
て

い
る
（
２
０
１
５
農
業
セ
ン
サ
ス
）。
10
年

前
と
比
較
し
て
就
業
者
数
は
１
，３
０
４
人

の
減
、
65
歳
以
上
の
占
め
る
割
合
は
６
％

上
昇
す
る
な
ど
、
担
い
手
の
減
少
と
高
齢

化
は
確
実
に
進
ん
で
い
る
。
人
・
農
地
プ
ラ

ン
の
実
施
化
の
中
で
、
集
落
の
現
状
を
正

確
に
把
握
分
析
し
、
農
地
の
有
効
利
用
や

営
農
活
動
を
持
続
さ
せ
る
。
ま
た
、
Ｉ
タ
ー

ン
や
Ｕ
タ
ー
ン
な
ど
の
新
規
就
農
者
の
育
成
、

そ
し
て
農
業
生
産
法
人
や
企
業
の
参
入
な

ど
、
集
落
外
か
ら
の
新
た
な
担
い
手
の
確

保
・
育
成
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ス
マ
ー
ト

農
業
の
導
入
に
よ
り
、
集
落
の
農
作
業
の

省
力
化
や
生
産
性
の
高
い
農
業
に
取
り
組

む
よ
う
に
関
係
機
関
と
連
携
を
す
る
。
併

せ
て
地
域
振
興
の
急
減
に
直
面
し
て
い
る

地
域
に
お
い
て
は
、
地
域
の
仕
事
を
組
み
合

わ
せ
、
年
間
を
通
し
た
労
働
者
派
遣
を
考

え
る
新
た
な
仕
組
み
と
し
て
、
国
が
本
年

６
月
に
創
設
し
た
特
定
地
域
づ
く
り
事
業

協
同
組
合
制
度
の
活
用
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　

国
も
補
正
予
算
等
大
き
く
投
入
し
て

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
る
中
で
、

市
と
し
て
も
観
光
、
宿
泊
、
飲
食
業
を
主
に
、

一
次
産
業
、
教
育
部
門
、
福
祉
等
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
予
算
を
投
入
し
て
い
る
が
、
令

和
３
年
度
予
算
を
ど
う
い
う
捉
え
方
で
組

み
立
て
て
い
く
の
か
。

市
長　

次
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
は
、

平
戸
市
総
合
計
画
を
踏
ま
え
つ
つ
コ
ロ
ナ
禍

の
状
況
の
下
、
国
県
の
方
針
等
も
鑑
み
な

が
ら
対
応
を
考
え
る
。
第
一
に
、
市
民
の

健
康
で
清
潔
な
暮
ら
し
実
現
の
加
速
化
、

各
医
療
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
的
確

な
状
況
提
供
に
よ
る
感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
を

抑
え
る
仕
組
み
づ
く
り
。
感
染
防
止
資
器

材
の
提
供
、
感
染
防
止
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底

を
官
民
協
働
で
取
り
組
む
。
第
二
に
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
等
の
活
用
促
進
に
よ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
及
び
産
業
形
態
の
変
化
へ
の
積
極
対
応
。

第
三
に
、
移
住
先
に
選
ば
れ
る
受
け
入
れ

態
勢
の
構
築
。

　
　

コ
ロ
ナ
対
策
に
注
視
し
て
き
た
令
和
２

年
度
を
受
け
て
市
全
体
を
捉
え
て
生
産
性

の
あ
る
分
野
へ
の
予
算
の
投
入
の
時
期
と
考

え
る
が
、
生
産
性
の
あ
る
部
分
へ
の
令
和
３

年
度
の
捉
え
方
を
お
尋
ね
す
る
。

財
務
部
長　

こ
れ
ま
で
は
、
緊
急
的
な
ソ
フ

ト
・
ハ
ー
ド
対
策
で
あ
っ
た
が
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
対
策
が
必
要
で
あ
り
、
生

産
性
の
あ
る
業
態
に
も
予
算
を
投
じ
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
安
定
し
た
経
済
活
動
に
つ
な
が
る
よ
う

所
管
課
と
協
議
し
て
予
算
編
成
に
努
め
る
。

市
長　

議
員
の
令
和
３
年
度
は
違
っ
た
形
で

予
算
編
成
を
や
れ
と
い
う
の
は
ま
さ
に
闘
う

姿
勢
で
あ
り
、
ど
う
守
り
、
ど
う
攻
め
る

か
の
戦
術
の
問
題
で
、
コ
ロ
ナ
と
向
き
合
い

な
が
ら
の
攻
め
、
そ
れ
に
必
要
な
平
戸
ス
タ

イ
ル
の
構
築
が
重
要
と
思
う
。
産
業
の
振
興
、

交
流
人
口
は
制
限
さ
れ
る
が
、
中
身
の
濃

い
施
策
の
展
開
、
予
算
編
成
に
努
め
る
。

　
　

防
災
に
つ
い
て
、
山
腹
崩
壊
、
復
旧
の

一
日
も
早
い
安
全
・
安
心
の
確
保
に
つ
い
て

市
長　

山
腹
崩
壊
は
大
変
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な

事
態
で
あ
っ
た
。
白
石
地
区
に
お
住
ま
い
の

皆
様
の
安
全
確
保
並
び
に
生
月
地
区
の
皆

様
の
唯
一
無
二
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
が

重
要
で
あ
り
、
事
業
主
体
の
県
と
連
携
を

緊
密
に
取
り
な
が
ら
、
議
会
を
は
じ
め
関

係
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
っ
て
一
日

も
早
く
崩
壊
箇
所
の
安
全
対
策
工
事
が
完

了
す
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

QQQQQ

QQ

松
本　

正
治
（
大
地
の
会
）

●
コ
ロ
ナ
禍
で
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

　

新
年
度
予
算
に
向
け
て
の
方
針
に
つ
い
て

松
尾　

実
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

●
公
共
一
般
入
札
制
度
に
つ
い
て

●
農
業
振
興
の
現
状
に
つ
い
て

QQQQQQ

　
　

９
月
の
台
風
９
号
10
号
に
関
し
て
市

民
の
避
難
の
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

総
務
部
長　

台
風
９
号
の
折
に
は
避
難
所

の
設
置
数
が
17
施
設
、
台
風
10
号
の
時
に

は 

26
施
設
を
開
設
し
た
。
避
難
者
の
数
は

全
体
で
台
風
９
号
が
１
６
０
人
、
台
風
10

号
の
時
に
は
全
体
で
３
，１
８
３
人
が
避
難

を
し
た
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か 

、
避
難
所
に
お
い

て
も
感
染
症
対
策
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
、
万
が

一
避
難
所
が
被
害
を
受
け
た
時
の
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
等
は
作
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長　

感
染
症
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ

い
て
は
健
康
ほ
け
ん
課
の
保
健
師
と
協
議
を

し
な
が
ら
作
成
し
た
。
避
難
所
の
運
営
マ
ニ

ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
今
後
作
成
し
て
い
き
た

い
。

　
　

避
難
所
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
の
苦
情
を

多
く
聞
い
た
が
、
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
の
洋

式
化
が
進
ん
で
い
な
い
事
と
要
支
援
者
に
対

応
し
て
い
な
い
事
が
露
呈
し
た
形
だ
と
思
う
。

今
後
、
市
の
対
応
は
？

総
務
部
長　

洋
式
化
や
手
す
り
の
設
置
に

関
し
て
は
避
難
所
に
限
ら
ず
、
日
常
的
な

施
設
の
運
用
に
お
い
て
も
関
係
課
と
協
議

し
て
対
応
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
が
、
暫
定

的
に
は
簡
易
ト
イ
レ
に
て
対
応
す
る
。

 　
　

避
難
所
で
の
必
要
備
品
の
周
知
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
部
長　

防
災
無
線
及
び
メ
ー
ル
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
、
食
料
、
毛
布
な

ど
の
必
要
備
品
は
各
自
で
用
意
を
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
周
知
広
報
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

現
在
の
平
戸
港
交
流
広
場
駐
車
場
に

つ
い
て
、
平
戸
市
内
の
中
で
も
絶
好
の
場
所

に
あ
り
、
景
観
も
良
く
、
観
光
客
も
一
番
集

ま
る
場
所
で
あ
る
の
で
、
今
の
状
態
で
は
も

っ
た
い
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
現
在
、
２

時
間
無
料
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
１
時
間
１
０
０
円
や
、
２
時
間
１
０

０
円
と
し
て
収
益
を
得
た
と
こ
ろ
で
、
今
あ

る
、「
う
で
湯
あ
し
湯
」
を
駐
車
場
の
海
沿

い
の
所
に
移
設
は
で
き
な
い
の
か
。

建
設
部
長　

現
在
、
県
が
管
理
し
て
い
る

港
湾
施
設
を
守
る
護
岸
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
制
度
上
、
市
が
無

償
で
借
り
受
け
て
目
的
外
使
用
の
許
可
を

い
た
だ
く
の
は
難
し
い
も
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。 

井
元　

宏
三
（
大
地
の
会
）

●
台
風
の
避
難
状
況

●
平
戸
港
交
流
広
場
の
あ
り
方
に
つ
い
て

QQ

QQQQ

QQQQ

　
　

本
年
度
の
予
算
へ
の
影
響
と
実
施
し
て

き
た
対
策
の
内
容
に
つ
い
て

市
長　

予
定
を
し
て
い
た
様
々
な
事
業
に

お
い
て
大
き
く
影
響
を
受
け
た
コ
ロ
ナ
対
策

と
し
て
こ
れ
ま
で
５
回
の
補
正
予
算
を
計
上

し
国
の
補
正
予
算
と
合
わ
せ
て
本
市
独
自

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

財
務
部
長　

当
初
予
算
の
執
行
状
況
に
つ

い
て
は
、
歳
入
で
４
，２
０
０
万
円
の
減
少
、

歳
出
で
約
４
，９
０
０
万
円
の
減
少
で
あ
り
、

市
税
の
法
人
税
で
２
，５
０
０
万
円
の
減
、

来
年
度
の
市
税
の
見
込
み
を
２
億
円
減
と

考
え
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
関
連
の
補
正
予
算
42

億
３
，８
３
０
万
１
千
円
を
計
上
し
市
単
独

施
策
と
し
て
９
億
４
，０
２
６
万
９
千
円
を

計
上
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
国
際
交
流
事
業
継
続

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

世
界
的
な
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
予
定
し
て
い
た
事
業
は
実
施
さ
れ

て
い
な
い
。
双
方
で
検
討
、
協
議
し
こ
れ
ま

で
に
な
い
事
業
を
展
開
し
姉
妹
都
市
と
の

情
報
や
意
識
を
共
有
し
交
流
の
継
続
と
深

化
に
努
め
て
い
く
。

　
　

各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
予

算
残
額
に
つ
い
て
は
市
に
返
還
す
る
の
で
は

な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
協
議
会
の
判
断
に
任
せ
る

べ
き
と
考
え
る
が

総
務
部
長　

将
来
色
々
な
事
業
を
や
り
た

い
と
い
う
こ
と
で
積
立
金
額
等
を
使
用
す
る

場
合
は
市
と
協
議
し
柔
軟
に
対
応
し
て
い

き
た
い
。

市
長　

目
的
性
を
持
っ
て
次
の
事
業
、
あ
る

い
は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
備
え
る
そ
う
い
っ

た
活
用
で
あ
る
な
ら
ば
そ
れ
は
協
議
の
う
え

で
後
押
し
を
し
て
い
く
。

　
　

今
年
度
の
状
況
を
踏
ま
え
令
和
３
年

度
は
更
に
市
と
し
て
の
対
応
が
迫
ら
れ
る
と

思
う
が
、
平
戸
市
の
予
算
編
成
の
方
向
性

を
市
長
に
伺
う
。

市
長　

第
一
に
市
民
の
健
康
で
清
潔
な
暮

ら
し
実
現
の
加
速
化
、
第
二
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の

活
用
促
進
に
よ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
及
び
産

業
形
態
の
変
化
へ
の
積
極
対
応
、
第
三
に
移

住
先
に
選
ら
ば
れ
る
受
け
入
れ
態
勢
の
構

築
と
し
て
い
る
。
新
し
い
分
野
も
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
に
や
っ
て
き
た
事
業
に
肉
づ
け
の

意
味
も
あ
る
。   

田
島　

輝
美
（
政
和
会
）

●
コ
ロ
ナ
禍
の
市
政
運
営
と
新
年
度
予
算

　

編
成
に
つ
い
て

QQQQ

QQ QQ
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山
田　

能
新
（
辰
の
瀬
戸
）

●
有
害
鳥
獣
被
害
（
カ
ラ
ス
被
害
）
対
策
の

　

た
め
に
は

　
　

本
市
に
お
い
て
は
、
平
成
25
年
度
か

ら
11
か
年
の
平
戸
市
行
政
改
革
推
進
計
画

を
策
定
し
て
お
り
、
最
終
年
度
の
令
和
５

年
度
ま
で
あ
と
３
年
間
と
短
い
期
間
し
か

残
っ
て
い
な
い
が
、
定
員
適
正
化
計
画
に
基

づ
く
職
員
削
減
な
ど
、
一
部
を
除
き
成
果
が

見
え
な
い
。
取
り
組
み
に
対
し
て
の
意
識
の

低
下
や
行
政
全
体
で
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
問

題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長　

本
市
の
行
政
改
革
の
推
進
体
制
に

つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
に
策
定
し
た
平
戸

市
行
政
改
革
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
各
所

管
課
に
お
い
て
当
該
年
度
の
計
画
を
立
て
て

取
り
組
み
、
そ
の
実
績
及
び
課
題
、
問
題

点
の
洗
い
出
し
を
し
、
次
年
度
に
向
け
た

取
組
計
画
に
つ
な
げ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

主
な
取
り
組
み
と
し
て
、
職
員
数
の
適
正
化
、

全
事
務
事
業
の
見
直
し
、
繰
上
償
還
に
よ

る
利
子
軽
減
及
び
新
た
な
歳
入
の
確
保
な

ど
、
内
部
改
革
か
ら
取
り
組
ん
で
お
り
、
一

時
収
入
を
除
き
、
令
和
元
年
度
ま
で
の
実

績
と
し
て
11
億
７
，
６
９
６
万
９
千
円
と
、

11
か
年
の
計
画
効
果
額
、
11
億
１
，
８
９
５

万
９
千
円
を
達
成
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
　

繰
上
償
還
の
効
果
と
し
て
、
市
町
村

合
併
当
時
、
市
債
残
高
は
３
０
４
億
円
だ
っ

た
と
記
憶
し
て
い
る
が
、
令
和
元
年
度
末
、

市
債
残
高
は
、
約
２
６
０
億
円
に
減
少
し

て
い
る
。
今
後
の
財
政
運
営
に
ど
の
よ
う
な

効
果
が
あ
る
の
か
。

財
務
部
長　

公
共
施
設
の
建
設
等
の
財
源

と
し
て
発
行
す
る
市
債
に
は
、
そ
の
返
済

を
長
期
分
割
し
て
行
う
こ
と
で
財
政
負
担

の
平
準
化
を
図
る
効
果
と
長
期
に
わ
た
っ
て

供
用
さ
れ
る
公
共
施
設
に
お
い
て
、
世
代

間
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
効
果
が
あ

る
一
方
で
、
発
行
額
の
増
加
は
、
後
年
度

の
財
政
負
担
を
増
加
さ
せ
る
大
き
な
要
因

に
も
な
り
得
る
。
市
町
村
合
併
に
よ
る
財

政
的
な
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
に
、
合
併
特
例
事

業
債
の
発
行
が
あ
る
。
合
併
後
の
消
防
庁

舎
建
設
、
学
校
校
舎
の
耐
震
改
修
、
未
来

創
造
館
の
建
設
な
ど
大
型
事
業
の
推
進
に

対
し
、
合
併
特
例
事
業
債
を
活
用
し
た
。

繰
上
償
還
の
実
績
は
、
平
成
25
年
度
か
ら

令
和
元
年
度
ま
で
の
合
計
で
約
63
億
７
，

０
０
０
万
円
を
実
施
し
て
お
り
、
市
債
残
高

に
つ
い
て
は
、
平
戸
市
行
政
改
革
推
進
計
画

が
始
ま
る
前
の
平
成
24
年
度
末
が
２
８
３
億

円
に
対
し
、
令
和
元
年
度
末
は
約
２
６
０

億
円
と
約
23
億
円
の
残
高
が
減
少
し
、
後

年
度
の
利
子
影
響
額
に
つ
い
て
も
１
億
５
，

０
０
０
万
円
の
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
　

平
戸
市
振
興
公
社
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー

や
平
戸
城
な
ど
の
市
民
の
財
産
を
維
持
管

理
の
た
め
に
、
市
が
作
っ
た
も
の
。
市
が

１
０
０
％
出
資
し
、
副
市
長
が
理
事
長
。

　

公
社
の
職
員
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、
公
社

だ
け
で
な
く
、
市
に
も
責
任
が
あ
る
。

　

公
社
の
大
量
解
雇
に
つ
い
て
、「
大
量
解

雇
は
お
か
し
い
」「
市
長
の
『
公
社
の
雇
用

に
市
は
関
与
す
る
立
場
に
な
い
』
と
い
う
９

月
市
議
会
で
の
答
弁
は
無
責
任
だ
」
な
ど

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

市
長
は
市
民
の
声
を
ど
う
考
え
る
か
。

市
長　

市
役
所
に
も
私
に
も
、
批
判
の
声

は
届
い
て
い
な
い
。

　
　

９
月
市
議
会
で
、
副
市
長
は
「
公
社

の
あ
り
方
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
雇
用
力
を

増
す
努
力
を
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の

中
で
、
一
人
で
も
、
ふ
た
り
で
も
解
雇
さ
れ

た
職
員
の
再
雇
用
を
目
指
す
べ
き
だ
」
と
答

弁
し
た
が
。

副
市
長　

公
社
と
し
て
努
力
し
て
ほ
し
い
、

と
言
っ
た
。
公
社
の
こ
と
は
答
弁
で
き
な
い
。

　
　

副
市
長
は
「
解
雇
さ
れ
た
職
員
は
、

今
の
と
こ
ろ
、
雇
用
保
険
（
失
業
保
険
）

を
受
け
て
い
る
。
何
と
か
雇
用
保
険
を
受

け
て
い
る
う
ち
に
、
再
就
職
が
で
き
る
よ
う

な
形
が
取
れ
れ
ば
い
い
」
と
も
答
弁
し
た
。

　

制
度
上
で
は
な
く
具
体
的
に
、
受
け
て

い
る
人
の
雇
用
保
険
が
、
い
つ
切
れ
る
の
か
、

知
っ
て
い
る
か
。

副
市
長　

制
度
上
は
、
３
３
０
日
、
コ
ロ
ナ

対
策
で
、
３０
日
延
び
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
雇
用
保
険
が
、
い
つ
切
れ

る
の
か
も
知
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
副
市
長
は
「
解
雇
さ
れ
た
職

員
の
皆
さ
ん
の
生
活
が
、
大
変
苦
し
い
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
身
に
し
み
て
感
じ

て
い
る
」
と
も
答
弁
し
た
。

　

お
子
さ
ん
の
ひ
と
り
は
、
進
学
を
あ
き
ら

め
た
。
住
宅
ロ
ー
ン
で
家
計
が
大
変
、
と
い

う
人
も
い
る
。
知
っ
て
い
る
か
。

副
市
長　
一
般
的
な
話
を
し
た
ま
で
で
、
く

わ
し
い
こ
と
は
知
ら
な
い
。

　

解
雇
さ
れ
た
職
員
の
窮
状
を
訴
え
る
質

問
の
際
に
、
笑
う
市
長
と
副
市
長
に
、
き

び
し
く
抗
議
し
た
。

QQQQQQQ

QQ

山
﨑　

一
洋
（
日
本
共
産
党
）

●
平
戸
市
振
興
公
社
が
大
量
解
雇　

　

市
は
雇
用
に
責
任
を
も
て

竹
山　

俊
郎
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

●
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

QQQQ ●「
家
族
農
業
10
年
」
の
推
進
事
業
は

●
路
線
バ
ス
運
行
再
編
後
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
状
況
は

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
期
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

　

対
策
は
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今
年
は
例
年
以
上
に
カ
ラ
ス
よ
る
被

害
が
ひ
ど
い
よ
う
で
あ
る
。
中
部
地
区
で
は

50
羽
か
ら
１
０
０
羽
の
カ
ラ
ス
の
群
れ
が
次

か
ら
次
へ
と
襲
来
し
、
家
畜
に
与
え
た
餌
を

食
い
荒
ら
し
た
り
、
餌
箱
に
病
気
の
原
因

と
な
る
た
く
さ
ん
の
フ
ン
を
排
泄
し
た
り
し

て
い
る
。
ま
た
、畑
に
植
え
て
い
る
キ
ュ
ウ
リ
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
白
菜
、
ト
マ
ト
な
ど
の
野

菜
を
食
い
荒
ら
し
た
り
て
い
る
。
更
に
、
水

田
の
裏
作
に
植
え
て
い
る
麦
の
種
を
食
い
荒

ら
し
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
南
部
地
区
の

み
か
ん
農
家
で
は
み
か
ん
に
掛
け
て
あ
る
袋

を
食
い
破
ら
れ
た
り
、
み
か
ん
を
食
い
荒
ら

し
た
り
、
と
被
害
が
出
て
い
る
。
生
月
漁

協
で
は
、
漁
協
に
水
揚
げ
し
た
魚
を
狙
っ
て

百
数
十
羽
の
カ
ラ
ス
が
襲
来
し
、
箱
詰
め

し
た
魚
を
つ
つ
い
た
り
し
て
い
る
。
特
に
高

級
魚
か
ら
被
害
に
あ
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
市
内
各
地
で
被
害
が
出
て
い
る

状
況
の
中
で
、
平
戸
市
と
し
て
は
ど
の
よ

う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
を
尋
ね
る
。

ま
た
、
カ
ラ
ス
捕
獲
報
奨
金
（
現
在
２
０
０

円
）
を
一
羽
当
た
り
１
，
０
０
０
円
程
度
に

上
げ
ら
れ
な
い
の
か
を
尋
ね
る
。　
　
　
　

農
林
水
産
部
長　

カ
ラ
ス
を
駆
除
す
る
方

法
と
し
て
は
、
猟
銃
も
し
く
は
箱
罠
に
よ

る
捕
獲
の
二
つ
の
方
法
が
あ
る
。
猟
銃
は
住

居
が
集
合
し
て
い
る
地
域
や
多
数
の
人
が

集
合
す
る
場
所
で
は
使
用
す
る
こ
と
が
禁

止
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
駆
除
出
来

る
場
所
が
限
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
カ
ラ

ス
は
学
習
能
力
が
高
く
、
駆
除
に
来
た
ハ
ン

タ
ー
の
車
や
服
装
も
覚
え
て
い
て
、
素
早
く

逃
げ
て
出
て
来
な
い
と
い
う
習
性
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
次
に
、
箱
罠
に
よ
る
捕
獲

は
カ
ラ
ス
専
用
の
お
り
罠
で
罠
の
中
に
餌
、

水
、
お
と
り
の
カ
ラ
ス
を
５
羽
程
度
入
れ
、

他
の
カ
ラ
ス
を
お
び
き
寄
せ
、
一
度
に
た

く
さ
ん
捕
獲
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

お
と
り
の
カ
ラ
ス
の
世
話
や
餌
や
り
、
水
替

え
な
ど
の
労
力
や
時
間
を
要
す
る
事
か
ら
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。　

　

捕
獲
報
奨
金
に
つ
い
て
は
、
現
在
一
羽

当
た
り
２
０
０
円
で
あ
る
が
、
近
隣
の
市
町

で
は
１
，
０
０
０
円
の
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、

本
市
の
猟
友
会
の
意
見
も
踏
ま
え
、
そ
の

関
係
機
関
で
構
成
し
て
い
る
平
戸
市
鳥
獣

被
害
対
策
防
止
協
議
会
の
中
で
協
議
し
て

い
き
た
い
。
そ
し
て
、
効
率
的
に
捕
獲
が
で

き
る
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
カ
ラ
ス
被

害
を
減
ら
し
て
い
き
た
い
。

小
山
田　

輔
雄
（
伸
天
会
）

QQ

　
　

持
続
可
能
な
農
業
と
し
て
、
国
連
は

「
家
族
農
業
10
年
」
を
推
進
し
、
大
災
害

が
多
発
す
る
中
に
、
世
界
の
農
業
の
97
・

６
％
を
占
め
、
世
界
の
食
糧
の
８
割
以
上
が

家
族
農
業
で
生
産
さ
れ
て
い
る
。
本
市
の

中
山
間
地
基
盤
の
農
業
に
と
っ
て
重
要
な
農

業
政
策
と
し
て
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

市
長　

農
業
先
進
国
の
大
規
模
企
業
的
、

営
利
追
求
型
の
自
然
収
奪
型
農
業
に
対
す

る
反
省
の
意
味
も
あ
っ
て
、
家
族
農
業
全
て

を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
後
継
者
不

足
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
の
課
題
を
抱
え
、

優
良
な
農
地
と
生
産
の
維
持
を
図
る
た
め
、

認
定
農
業
者
の
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
に
加

え
、
農
業
生
産
法
人
や
企
業
の
参
入
促
進
、

ス
マ
ー
ト
農
業
に
取
り
組
む
。

　
　

農
業
先
進
国
で
あ
る
Ｅ
Ｕ
が
行
な
っ
て

い
る
条
件
不
備
な
森
林
・
田
畑
等
傾
斜
に

応
じ
る
直
接
支
払
い
制
度
の
状
況
な
ど
を

知
ら
し
め
る
こ
と
が
重
要
。
施
行
・「
棚
田

振
興
法
」
の
活
用
状
況
は
。
ま
た
、
家
族

農
業
が
必
要
な
観
点
は
、
食
の
安
全
性
、

食
育
推
進
に
重
要
と
考
え
る
。
給
食
に
無

添
加
・
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
を
。

農
林
水
産
部
長　

Ｅ
Ｕ
加
盟
国
で
は
、
価

格
所
得
政
策
と
し
て
直
接
支
払
い
、
農
業

者
の
収
入
保
証
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
条

件
不
利
地
施
策
の
目
的
は
、
農
業
の
存
続

に
よ
る
人
口
水
準
の
維
持
、
自
然
空
間
の

保
持
、
環
境
保
全
の
た
め
生
産
基
盤
の
遵

守
が
求
め
ら
れ
る
。

教
育
次
長　

地
産
地
消
の
推
進
に
努
め
、
全

国
第
３
回
食
育
推
進
活
動
表
彰
を
受
賞
。

食
に
関
わ
る
生
産
者
へ
の
感
謝
を
育
み
、
食

と
命
を
学
ぶ
食
育
の
推
進
に
努
め
る
。

　
　

市
内
路
線
バ
ス
運
行
見
直
し
に
つ
い
て
、

高
校
生
等
の
通
学
の
利
便
性
を
図
る
松
浦

鉄
道
と
路
線
バ
ス
の
連
携
及
び
大
手
西
肥

バ
ス
の
雇
用
の
確
保
並
び
に
見
直
し
に
伴

う
交
通
弱
者
（
市
民
病
院
の
通
院
等
）
へ
の

早
期
の
対
応
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

総
務
部
長　

西
肥
バ
ス
で
、
た
び
ら
平
戸

口
駅
か
ら
宮
の
浦
の
直
行
便
の
新
設
で
猶

興
館
・
北
松
農
業
高
校
生
徒
の
通
学
路
の

確
保
。
自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
運
行
す
る

デ
マ
ン
ド
方
式
の
実
施
等
。
交
通
弱
者
へ
の

対
応
は
、
利
用
実
態
を
加
味
し
、
改
善
で

き
る
部
分
に
つ
い
て
は
対
応
す
る
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
女
性
の
自
殺
者
の
増
加
、

厳
し
さ
を
増
す
独
り
親
世
帯
へ
の
対
応
は
。

福
祉
部
長　

給
付
金
の
再
支
給
の
決
定
に

伴
い
速
や
か
に
対
応
す
る
。

QQQQ

QQ QQ


